
福島第⼀原⼦⼒発電所
多核種除去設備等処理⽔の⼆次処理性能確認試験結果(J1-G群)(続報)

 2020年9⽉15⽇より、トリチウムを除く告⽰濃度⽐総和※1が100以上のタンク群のうちJ1-C群(主要7
核種の告⽰濃度⽐総和︔3,791 (J1-C1))及びJ1-G群(主要7核種の告⽰濃度⽐総和︔153(J1-G1)) につ
いて、各々約1,000m3処理（合計約2,000m3）を実施しています。 ＜2020年9⽉10⽇ お知らせ済み＞

 J1-G群については、⼆次処理前後でサンプリングした⽔の主要7核種＋ストロンチウム89※2の分析が完
了し、⼆次処理前(ALPS装置⼊⼝)に⽐べて、⼆次処理後(サンプルタンク)では放射性物質の濃度が低減
されていることを確認しました。 ＜2020年11⽉16⽇ お知らせ済み＞

 その後、主要7核種+ストロンチウム89に加え、ニッケル63・カドミウム113m以外の除去対象核種
(52核種)+炭素14及びトリチウムの分析が完了し、⼆次処理後においてはトリチウムを除く核種の告⽰
濃度⽐総和が1未満に低減されていることを確認しました。
(ニッケル63・カドミウム113mを除く除去対象核種＋炭素14の告⽰濃度⽐総和︔【前】387 → 【後】0.22）

 引き続き、残りの測定対象核種(J1-C群︓2核種、J1-G群︓2核種)の分析・評価を⾏う予定です。

＜ 参 考 資 料 ＞
2 0 2 0 年 1 1 ⽉ 2 6 ⽇
東 京 電 ⼒ ﾎ ｰ ﾙ ﾃ ﾞ ｨ ﾝ ｸ ﾞ ｽ 株 式 会 社
福 島 第 ⼀ 廃 炉 推 進 カ ン パ ニ ー

※1︓放射性物質毎に法令で定める告⽰濃度限度に対する濃度の⽐率を計算し合計したもの
※2︓ストロンチウム90と同時に分析結果が得られる

増設ALPS サンプルタンク対象タンク群
①ALPS装置⼊⼝

②サンプルタンク

ALPS処理⽔受タンク(新設※)
※︓新設タンクだが、現状受払タンクに

は別のALPS処理⽔を貯留
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https://www.tepco.co.jp/decommission/information/newsrelease/reference/pdf/2020/2h/rf_20200910_1.pdf
https://www.tepco.co.jp/decommission/information/newsrelease/reference/pdf/2020/2h/rf_20201116_2.pdf


＜参考＞⼆次処理による処理前後の放射性物質の濃度⽐較
【J1-G群(ﾆｯｹﾙ63・ｶﾄﾞﾐｳﾑ113mを除く除去対象核種(60核種)+炭素14＋ﾄﾘﾁｳﾑ)】
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※ 分析結果が検出限界値未満の核種は，検出限界値を⽤いて算出
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ニッケル63・カドミウム113mを除く
除去対象核種(60核種)＋炭素14の告⽰
濃度⽐総和︔
【前】387 → 【後】0.22



⼆次処理前(ALPS装置⼊⼝)※1 ⼆次処理後（サンプルタンク）※2

告⽰濃度限度
【ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑】

分析結果
【ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑】※3 告⽰濃度⽐※4 分析結果

【ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑】※3 告⽰濃度⽐※4

ｾｼｳﾑ134 60 5.94 0.099 ND
(0.0665) 0.0011 

ｾｼｳﾑ137 90 118 1.3 0.329 0.0037 
ｺﾊﾞﾙﾄ60 200 13.1 0.065 0.233 0.0012 

ﾙﾃﾆｳﾑ106 100 ND
(2.27) 0.023 0.483 0.0048 

ｱﾝﾁﾓﾝ125 800 32.3 0.040 0.137 0.00017 

ｽﾄﾛﾝﾁｳﾑ90 30 10,400 347 ND
(0.0318) 0.0011 

ﾖｳ素129 9 2.79 0.31 0.328 0.036 
炭素14 2,000 12.6 0.0063 15.6 0.0078
ﾄﾘﾁｳﾑ 60,000 273,000 4.6 272,000 4.5

※1 10/5,6,7に採取した試料について混合・撹拌を⾏い，分析を実施
※2 10/13に採取した試料について分析を実施
※3 検出限界値を下回る場合は「ND」と記載し、()内に検出限界値を⽰す
※4 分析結果が検出限界値未満の核種は，検出限界値を⽤いて算出

⼆次処理前(増設ALPS設備⼊⼝)※1 ⼆次処理後（サンプルタンク）※2

主要7核種 349 0.048
ﾆｯｹﾙ63・ｶﾄﾞﾐｳﾑ113mを除く除
去対象核種(60核種)+炭素14の
告⽰濃度⽐総和

387 0.22
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＜参考＞⼆次処理性能確認試験結果
（J1-G群(ニッケル63・カドミウム113mを除去対象核種(60核種)+炭素14+ト
リチウム）
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核種（半減期） 告⽰濃度限度
【ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑】

⼆次処理前 ⼆次処理後
備考分析結果

【ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑】
告⽰濃度⽐

※1
分析結果

【ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑】
告⽰濃度⽐

※1
1 ﾙﾋﾞｼﾞｳﾑ86（約19⽇） 300 ND

(2.56) 0.0085 ND
(0.467) 0.0016

2 ｽﾄﾛﾝﾁｳﾑ89（約51⽇） 300 ND
(787) 2.6 ND

(0.0452) 0.00015

3 ｽﾄﾛﾝﾁｳﾑ90（約29年） 30 10,400 350 ND
(0.0318) 0.0011

4 ｲｯﾄﾘｳﾑ90（約64時間） 300 10,400 35 ND
(0.0318) 0.00011 ｽﾄﾛﾝﾁｳﾑ90と放射平衡

5 ｲｯﾄﾘｳﾑ91（約59⽇） 300 ND
(48.2) 0.16 ND

(11.8) 0.039

6 ﾆｵﾌﾞ95（約35⽇） 1,000 ND
(0.256) 0.00026 ND

(0.0470) 0.000047

7 ﾃｸﾈﾁｳﾑ99（約210000
年） 1,000 1.2 0.0012 ND

(1.29) 0.0013

8 ﾙﾃﾆｳﾑ103（約40⽇） 1,000 ND
(0.339) 0.00034 ND

(0.0506) 0.000051

9 ﾙﾃﾆｳﾑ106（約370⽇） 100 ND
(2.27) 0.023 0.483 0.0048

10 ﾛｼﾞｳﾑ103m（約56分） 200,000 ND
(0.339) 0.0000017 ND

(0.0506) 0.00000025 ﾙﾃﾆｳﾑ103と放射平衡

11 ﾛｼﾞｳﾑ106（約30秒） 300,000 ND
(2.27) 0.0000076 0.483 0.0000016 ﾙﾃﾆｳﾑ106と放射平衡

12 銀110m（約250⽇） 300 ND
(0.292) 0.00097 ND

(0.0400) 0.00013

13 ｶﾄﾞﾐｳﾑ113m（約15年） 40 <#NUM! 0.0E+00 <#NUM! 0.0E+00

＜参考＞⼆次処理性能確認試験結果詳細(J1-G群)

分析中
※1 有効数字2桁



＜参考＞⼆次処理性能確認試験結果詳細(J1-G群)

5

核種（半減期） 告⽰濃度限度
【ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑】

⼆次処理前 ⼆次処理後
備考分析結果

【ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑】
告⽰濃度

⽐※1
分析結果

【ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑】
告⽰濃度

⽐※1
14 ｶﾄﾞﾐｳﾑ115m（約45⽇） 300 ND

(11.6) 0.039 ND
(2.29) 0.0076

15 ｽｽﾞ119m（約290⽇） 2,000 ND
(213) 0.11 ND

(40.3) 0.020 ｽｽﾞ123の放射能濃度より評価

16 ｽｽﾞ123（約130⽇） 400 ND
(33.1) 0.083 ND

(6.26) 0.016

17 ｽｽﾞ126（約100000年） 200 ND
(1.16) 0.0058 ND

(0.147) 0.00073

18 ｱﾝﾁﾓﾝ124（約60⽇） 300 ND
(0.220) 0.00073 ND

(0.0842) 0.00028

19 ｱﾝﾁﾓﾝ125（約3年） 800 32.3 0.040 0.137 0.00017

20 ﾃﾙﾙ123m（約120⽇） 600 ND
(0.383) 0.00064 ND

(0.0667) 0.00011

21 ﾃﾙﾙ125m（約58⽇） 900 32.3 0.036 0.137 0.00015 ｱﾝﾁﾓﾝ125と放射平衡

22 ﾃﾙﾙ127（約9時間） 5,000 ND
(35.3) 0.0071 ND

(4.33) 0.00087

23 ﾃﾙﾙ127m（約110⽇） 300 ND
(36.7) 0.12 ND

(4.50) 0.015 ﾃﾙﾙ127の放射能濃度より評価

24 ﾃﾙﾙ129（約70分） 10,000 ND
(4.71) 0.00047 ND

(0.594) 0.000059

25 ﾃﾙﾙ129m（約34⽇） 300 ND
(6.61) 0.022 ND

(1.21) 0.0040

26 ﾖｳ素129（約16000000
年） 9 2.79 0.31 0.328 0.036

※1 有効数字2桁



＜参考＞⼆次処理性能確認試験結果詳細(J1-G群)
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核種（半減期） 告⽰濃度限度
【ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑】

⼆次処理前 ⼆次処理後
備考分析結果

【ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑】
告⽰濃度

⽐※1
分析結果

【ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑】
告⽰濃度

⽐※1
27 ｾｼｳﾑ134（約2年） 60 5.94 0.099 ND

(0.0665) 0.0011

28 ｾｼｳﾑ135（約3000000年） 600 0.000751 0.00000
13 0.00000210 0.000000

0035 ｾｼｳﾑ137の放射能濃度より評価

29 ｾｼｳﾑ136（約13⽇） 300 ND
(0.196) 0.00065 ND

(0.0363) 0.00012

30 ｾｼｳﾑ137（約30年） 90 118 1.3 0.329 0.0037

31 ﾊﾞﾘｳﾑ137m（約3分） 800,000 118 0.00015 0.329 0.000000
41 ｾｼｳﾑ137と放射平衡

32 ﾊﾞﾘｳﾑ140（約13⽇） 300 ND
(1.22) 0.0041 ND

(0.173) 0.00058

33 ｾﾘｳﾑ141（約32⽇） 1,000 ND
(0.939) 0.00094 ND

(0.119) 0.00012

34 ｾﾘｳﾑ144（約280⽇） 200 ND
(3.02) 0.015 ND

(0.553) 0.0028

35 ﾌﾟﾗｾｵｼﾞﾑ144（約17分） 20,000 ND
(3.02) 0.00015 ND

(0.553) 0.000028 ｾﾘｳﾑ144と放射平衡

36 ﾌﾟﾗｾｵｼﾞﾑ144m（約7分） 40,000 ND
(3.02)

0.00007
6

ND
(0.553) 0.000014 ｾﾘｳﾑ144と放射平衡

37 ﾌﾟﾛﾒﾁｳﾑ146（約6年） 900 ND
(0.526) 0.00058 ND

(0.0630) 0.000070

38 ﾌﾟﾛﾒﾁｳﾑ147（約3年） 3,000 ND
(2.53) 0.00084 ND

(0.720) 0.00024 ﾕｳﾛﾋﾟｳﾑ154の放射能濃度より評
価

39 ﾌﾟﾛﾒﾁｳﾑ148（約5⽇） 300 ND
(0.519) 0.0017 ND

(0.452) 0.0015

※1 有効数字2桁



＜参考＞⼆次処理性能確認試験結果詳細(J1-G群)
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核種（半減期） 告⽰濃度限度
【ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑】

⼆次処理前 ⼆次処理後
備考分析結果

【ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑】
告⽰濃度⽐

※1
分析結果

【ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑】
告⽰濃度⽐

※1

40 ﾌﾟﾛﾒﾁｳﾑ148m（約41
⽇） 500 ND

(0.276) 0.00055 ND
(0.0409) 0.000082

41 ｻﾏﾘｳﾑ151（約87年） 8,000 ND
(0.0357) 0.0000045 ND

(0.0102) 0.0000013 ﾕｳﾛﾋﾟｳﾑ154の放射能濃度より
評価

42 ﾕｳﾛﾋﾟｳﾑ152（約13年） 600 ND
(1.21) 0.0020 ND

(0.190) 0.00032

43 ﾕｳﾛﾋﾟｳﾑ154（約9年） 400 ND
(0.357) 0.00089 ND

(0.102) 0.00025

44 ﾕｳﾛﾋﾟｳﾑ155（約5年） 3,000 ND
(1.38) 0.00046 ND

(0.175) 0.000058

45 ｶﾞﾄﾞﾘﾆｳﾑ153（約240
⽇） 3,000 ND

(1.21) 0.00040 ND
(0.185) 0.000062

46 ﾃﾙﾋﾞｳﾑ160（約72⽇） 500 ND
(0.688) 0.0014 ND

(0.135) 0.00027

47 ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ238（約88年） 4 ND
(0.0319) 0.0080 ND

(0.0280) 0.0070 全α放射能の測定値に
包絡されるものとし評価

48 ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ239（約24000
年） 4 ND

(0.0319) 0.0080 ND
(0.0280) 0.0070 全α放射能の測定値に

包絡されるものとし評価
49 ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ240（約6600

年） 4 ND
(0.0319) 0.0080 ND

(0.0280) 0.0070 全α放射能の測定値に
包絡されるものとし評価

50 ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ241（約14年） 200 ND
(1.16) 0.0058 ND

(1.02) 0.0051 ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ238の放射能濃度から
評価

51 ｱﾒﾘｼｳﾑ241（約430年） 5 ND
(0.0319) 0.0064 ND

(0.0280) 0.0056 全α放射能の測定値に
包絡されるものとし評価

52 ｱﾒﾘｼｳﾑ242m（約150
年） 5 ND

(0.000577) 0.00012
ND
(0.000505
)

0.00010 ｱﾒﾘｼｳﾑ241の放射能濃度より
評価

※1 有効数字2桁



＜参考＞⼆次処理性能確認試験結果詳細(J1-G群)
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核種（半減期） 告⽰濃度限度
【ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑】

⼆次処理前 ⼆次処理後
備考分析結果

【ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑】
告⽰濃度⽐

※1
分析結果

【ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑】
告⽰濃度

⽐※1
53 ｱﾒﾘｼｳﾑ243（約7400

年） 5 ND
(0.0319) 0.0064 ND

(0.0280) 0.0056 全α放射能の測定値に
包絡されるものとし評価

54 ｷｭﾘｳﾑ242（約160⽇） 60 ND
(0.0319) 0.00053 ND

(0.0280) 0.00047 全α放射能の測定値に
包絡されるものとし評価

55 ｷｭﾘｳﾑ243（約29年） 6 ND
(0.0319) 0.0053 ND

(0.0280) 0.0047 全α放射能の測定値に
包絡されるものとし評価

56 ｷｭﾘｳﾑ244（約18年） 7 ND
(0.0319) 0.0046 ND

(0.0280) 0.0040 全α放射能の測定値に
包絡されるものとし評価

57 ﾏﾝｶﾞﾝ54（約310⽇） 1,000 ND
(0.202) 0.00020 ND

(0.0379) 0.000038

58 鉄59（約45⽇） 400 ND
(0.351) 0.00088 ND

(0.0717) 0.00018

59 ｺﾊﾞﾙﾄ58（約71⽇） 1,000 ND
(0.211) 0.00021 ND

(0.0374) 0.000037

60 ｺﾊﾞﾙﾄ60（約5年） 200 13.1 0.065 0.233 0.0012

61 ﾆｯｹﾙ63（約100年） 6,000 <#NUM! 0.0E+00 <#NUM! 0.0E+00

62 亜鉛65（約240⽇） 200 ND
(0.435) 0.0022 ND

(0.0797) 0.00040

63 炭素14（約5700年） 2,000 12.6 0.0063 15.6 0.0078

合計（ﾆｯｹﾙ63・ｶﾄﾞﾐｳﾑ113mを除く） - 390 - 0.22

分析中

※1 有効数字2桁



＜参考＞⼆次処理性能確認試験結果詳細(J1-G群)
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核種（半減期） 告⽰濃度限度
【ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑】

⼆次処理前 ⼆次処理後
備考分析結果

【ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑】
告⽰濃度⽐

※1
分析結果

【ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑】
告⽰濃度⽐

※1

全α - ND
(0.0319) - ND

(0.0280) -

ﾄﾘﾁｳﾑ（約12年） 60,000 273,000 4.6 272,000 4.5 

※1 有効数字2桁


